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ⅠⅠ  主主題題設設定定のの理理由由  

１１  今今日日的的なな教教育育課課題題  

（１）中学生の表現活動に対する意識 

文部科学省（2014a）は，中学２年生の生徒と英語科

教員を対象にして小学校外国語活動実施状況調査を行

っている。その中で，外国語活動導入後に外国語活動

で学んだ中学校２年生は，「自分の意見や考えを書く・

話すことができている」と考えている割合が低く，ま

た，中学校の英語の授業で「エッセイなど，ある程度

まとまりのある文章を書くこと」や「自分の意見や考

え，感想などを英語で発表すること」をしてみたいと

回答した生徒が 10％程度であったことを示している。

そして，中学校外国語科担当教員の指導状況が以下の

ようであったことを示している。 
言語活動 よく行う 時々行う 

ライティング 8.3％ 57.7％ 

スピーチ 3.9％ 52.7％ 

ディベート，ディスカッション 0.6％ 4.1％ 

この結果から，生徒は英語で書くことや話すことに

対して十分な活動経験がなく，苦手意識をもっており，

それらの活動に対して消極的な態度を示していると言

える。 

（２）今後の英語教育に求められる言語活動 

社会の急速なグローバル化の進展の中では，生涯の

様々な場面で，外国語，特に英語によるコミュニケー

ション能力が必要となることが想定されている（文部

科学省, 2014b）。そのため，書いたり話したりするこ

とによって自分の考えを表現することは，他者との関

わりの際に必要となる能力であり，英語教育において

育成すべき能力である。 

文部科学省（2016）では，コミュニケーション能力

を「いろいろな価値観や背景をもつ人々による集団に

おいて，相互関係を深め，共感しながら，人間関係や

チームワークを形成し，正解のない課題や経験したこ

とのない問題について，対話をして情報を共有し，自

ら深く考え，相互に考えを伝え，深め合いつつ，合意

形成・課題解決する能力」と定義している。コミュニ

ケーション能力は，話す・聞く・書く・読むといった

言語活動のほか，非言語による伝達手段（イメージ，

音，身体）も含めた広範な活動に関わるものであると

されており，書いたり話したりすることによって自分

の考えを表現することは，他者との関わりの際に必要

となる能力であると考える。 

また，文部科学省（2014b）では，英語教育の在り方

に関する有識者会議において，コミュニケーション能

力を身に付けさせるためには，中学校において，主体

的に「話す」「書く」などを通じて互いの考えや気持ち

を英語で伝え合う言語活動を展開することが重要であ

ると提言された。また，学習の過程では，発音，語彙

及び表現，文法等を間違えることはあり得ることであ

り，そうした失敗を恐れず，積極的に英語を使おうと

する態度を育成することが重要であると示されている。 

（３）個別最適な学びと協働的な学び 

令和３年の中央教育審議会において，2020年代を通

じて実践すべき「令和の日本型学校教育」の姿として

「個別最適な学び」と「協働的な学び」が提言された。 

「個別最適な学び」は，「指導の個別化」と「学習の

個性化」からなるとしている。「指導の個別化」とは，

基礎的・基本的な知識・技能等を確実に習得させ，思

考力・判断力・表現力等や，自ら学習を調整しながら

粘り強く学習に取り組む態度等を育成するため，支援

が必要な子供により重点的な指導を行うことなど効果

的な指導を実現したり，特性や学習進度等に応じ，指

導方法・教材等の柔軟な提供・設定を行ったりするこ

とを示す。また，「学習の個性化」とは，基礎的・基本

的な知識・技能等や情報活用能力等の学習の基盤とな

る資質・能力等を土台として，子供の興味・関心等に

応じ，一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組

む機会を提供することで，子供自身が学習が最適とな

るよう調整することを示す。 

これらの「個別最適な学び」が「孤立した学び」に

陥らないよう，探究的な学習や体験活動等を通じ，子

供同士で，あるいは多様な他者と協働しながら，他者

を価値ある存在として尊重し，様々な社会的な変化を

乗り越え，持続可能な社会の創り手となることができ

るよう，必要な資質・能力を育成する「協働的な学び」

を充実することも重要であるとしている。 

２２  生生徒徒のの実実態態  

実践校の，英語学習における生徒の様子を見ると，

自己表現をすること，特に自分の意見や考えを書くこ

とを苦手とする姿が見られた。教科書に示されている

テーマに沿って新出文法を用いて自己表現をする活動

では，新出文法を正しく用いて表現することができる

生徒がいる一方で，全く自己表現ができない生徒や，

タブレットの翻訳機能を使って英文を書いている生徒

もいた。おそらく生徒たちは，自分が言いたいことは

自自分分のの考考ええをを文文法法的的なな間間違違いいをを恐恐れれずずにに表表現現すするるここととののででききるる生生徒徒のの育育成成  

――IICCTTをを活活用用ししたた，，継継続続的的なな新新出出文文法法をを身身にに付付けけるるたためめのの取取りり組組みみをを通通ししてて――

本実践の研究課題と直接的には関わりはないが、タ

ブレット端末で調べ学習をしたり、やり取りを録画し、

授業中に生徒たちの会話を振り返る際に利用したりし

たことで、生徒から 機器の有用性について示すコ

メントも多く出た。まず、以下のように、動画を利用し

たフィードバックを通して他者から学ぶことができた

というコメントをした生徒が 名いた。

・動画を見ることによって第三者目線で自分のことを
評価し、反省点を見つけることで学習がはかどる。
・自分の知らなかった表現や質問の仕方を知ることが
できるので良いと思う。
・他人の話し方や色々な会話のコツを知れて、自分の
会話する能力が上がったと感じた。

他にも、以下のように、タブレット端末を使った調

べ学習の利便性についてのコメントをした生徒が 名

いた。

・わからない文が調べられるので、自信をもって相手
に自分の意見を伝えることができました。
・わからなかった場面で、タブレットを使うことで、調
べたいことがすぐにわかるので、効率的だと思った。

ⅤⅤ ままととめめとと課課題題

本研究実践で得られた知見は以下の通りである。

１．３人グループの対話と ルーブリックの活用を

中心においた、読むことと話すこと［やり取り］の

技能統合型の学習指導は、生徒の自己評価に肯定的

な効果を及ぼした。単元の前後に行った質問紙調査

の分析からは、生徒の自己評価の観点から、「技能

」の向上及び「言語不安」の軽減が確認された。帯

活動で繰り返し実践を経験することで、技能への自

信が高まり、英語でやり取りすることに対する抵抗

感が減ったことが考えられる。

２．３人グループの対話と ルーブリックを活用し

た技能統合型の学習指導が、パフォーマンステスト

の結果の分析から、「内容」「正確さ」「流ちょう

さ」といった項目における技能を伸ばしていくこと

に効果的であるということが、示唆された。

３．帯活動形式で行われる長期的な技能統合型の学習

指導を通して、多くの生徒が活動に対して難しさを

感じる一方で、技能面において達成感を感じていた

ことがわかった。授業で使用したワークシートの振

り返り、定点的に行った リスト形式の振り返

り、単元後に行った記述式アンケートからは、やり

取りの技能に関する項目において、生徒の自己評価

に顕著な向上が見られた。また、パフォーマンスの

質が高い生徒ほど具体的な文法や表現など、技能の

向上に手応えを感じるという傾向があることがわか

った。さらに、マインドマップを利用した実践を通

して、話すこと［やり取り］の指導においては、事

前準備となる段階でも、個別に適切な支援をしてい

くことが重要であるということが示された。

４． 機器の有用性に関して肯定的な振り返りが生

徒から多く出た。タブレット端末で調べ学習をした

り、やり取りを録画し、授業中に生徒たちの会話を

振り返り直接的な修正フィードバックを与える際に

利用したりすることが、やり取りの指導に非常に有

効であるということ示唆された。

本実践は長期的な実践ではあったが、日常的なトピ

ックは３つ扱って活動できたのに対し、社会的なトピ

ックは１つしか扱うことができなかった。今後は難易

度の高い社会的な題材を読ませ、やり取りをさせると

いう実践の回数を増やしていくことにも焦点を当て、

生徒のパフォーマンスにどのような変化が生じていく

のかを分析していきたい。また、発達段階や学習の習

熟度の異なる生徒を対象にした際に、同様の成果が確

認できるか研究を続けていきたい。さらに、生徒の実

態に即した課題やパフォーマンステストの難易度の設

定や、妥当性や信頼性の高い評価を保証するルーブリ

ックの作成や評価の方法についてもこれからの研究を

通して探っていきたいと思う。
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b)ICT の授業内外における活用について，その利点と課題を

生徒の意見から見出す。 

２２  研研究究仮仮説説  

研究目標 a)について，以下のような仮説を設定し，

検証を行うこととする。 

ICT 機器を以下のように活用することによって，新出文法に

ついて，その意味，形式，使用場面を理解することができる。 

ｱ)新出文法が用いられる場面をイラストで示した，多数のプ

レゼンテーションスライドの提示 

ｲ)生徒の理解度に応じた復習問題の提示 

生徒が文法的な間違いを恐れないようになるため

には，新出文法の意味や形式を十分に理解できている

だけではなく，その場面を適切に理解している必要が

ある。実践校では，新出文法について，教科書の基本

文の説明を板書で行い，口頭での置き換え練習をした

後，教科書の練習問題に取り組ませていた。定着のた

めの練習の回数を増やすことと，言語の使用場面を想

起しやすくすることを目的として，ｱ)の手立てを取り

入れようと考えた。 

また，新出文法の復習場面では，全員が同じ和文英

訳問題に取り組んでいたため，英語を苦手とする生徒

にとっては難易度が高い活動をなっていた。そのため，

ｲ)の手立てを取り入れようと考えた。 

なお，「自分の考えを表現する」場面の設定は，目指

す生徒の姿でもあることから重要である。ここでは，

自己表現をする機会を単元の中で継続的に設定してい

くこととする。 

研究目標 b)に関しては，仮説を設定せず，生徒の意

見を基に考察することとする。  

３３  研研究究のの手手立立てて  

［［手手立立てて１１：：ププレレゼゼンンテテーーシショョンンススラライイドドをを活活用用しし

たた文文法法のの導導入入とと復復習習］］  

① 目的 

基本文の説明を，板書ではなくプレゼンテーション

機能を用いて行うことにより，意味と形式の理解と，

記憶への定着を促進させる。 

② 内容 

プレゼンテーションスライドを用いて，新出文法の

意味と形式を説明した教材を作成する（教材１）。ま

た，その新出文法が使用される場面のイラストとその

場面を表す英文を１枚のスライドに収めた教材を作成

する（教材２）。なお，各文法項目６～７場面程度の

スライドを用意することとした。 

文法の導入時にあたる１，３，５，７時には，まず

教材１を用いて文法の説明を行う。続いて教材２を用

いて，スライドを１枚ずつ提示し，その場面を表す英

文を生徒に考えさせる（新出文法に関わる練習問題）。

その後，英文を口頭で言わせ，視覚的に正しい英文を

確認させる活動を行う。 

文法の復習時となる２，４，６，８，９，10時には，

教材２を用いて上記と同じ手順で生徒に英文を考えさ

せる機会をもつ。 

［［手手立立てて２２：：タタブブレレッットトをを活活用用ししたた復復習習］］  

① 目的 

タブレットで配信された，難易度別の復習問題に各

自で取り組ませることにより，新出文法の理解の定着

を図る。 

② 内容 

新出文法に関する復習問題を，難易度別に３種類用

意し，それらをタブレットで配信する。生徒は，配信

された３種類の中から，各自の理解度に応じて問題を

選んで取り組む。 

難易度は，以下の通りとし，各難易度４～５問を用

意した。 
高：英作文 

  「私は毎日早く起きなければならない」 

中：穴埋め 

  I (   )(   ) get up early every day. 

低：選択式 

  I ( have to / can ) get up early every day. 

［［手手立立てて３３：：自自己己表表現現］］  

① 目的 

３－１：継続的に，自分に関することを一文で書かせ，

実践者による添削を読ませることで，各自の学習の

成果や課題を理解させる。 

３－２：単元末にパフォーマンス課題に取り組ませ，

既習知識を適切に活用しながら自分の考えをまと

まった英文で書かせる。 

② 内容 

３－１：教科書掲載の Practiceの中から，自己表現に

関わる問題に取り組ませる。生徒には，思いつく限

りの文を授業プリント書かせるようにする。授業後

に回収した授業プリントに書かれた英文を実践者が

添削し，次時に返却をする。 

３－２：単元末の Unit Activityのテーマを活用し，

海外から日本へやってくる留学生に，「日本」「自

分の家庭」「学校」それぞれの習慣・ルール・マナ

ーを知らせる英文を書かせる。 

４４  目目指指すす生生徒徒をを育育成成すするるたためめのの研研究究構構想想図図  

各手立ての関係をまとめると図１のようになる。そ

して，図１の実践の成果により目指す生徒を育成する

ことができると考える。 

５５  検検証証方方法法  

本実践研究の目標が達成されたかどうかについて，

アンケート及び生徒の記述した英文を分析する。 

（１）事後アンケート 

研究目標 a)及び b)を調査するため，事後に５件法

による選択式アンケートと記述式アンケートを行った。 

選択式アンケートの項目は以下の通りであり，なぜ

あるが，語彙や表現がうまく身に付いていなかったり，

間違えること恐れたりするため，自己表現に消極的で

あったのではないかと思われる。 
また，授業内で，新出文法の復習として，板書され

た英作文の問題に取り組んでいた際，英語の学習が苦

手な生徒は，自分で問題に取り組まずに答え合わせを

待っていた。こういった生徒の中には，問題集にある

空所補充や選択問題には取り組んでいたようであった。 
３３  目目指指すす生生徒徒のの姿姿  

本実践研究では，以下のような生徒を育成すること

を目指すこととする。 
自分の考えを文法的な間違いを恐れずに表現する

ことのできる生徒 
自分の考えを表現する場面としては，単元末のパフ

ォーマンス課題だけではなく，単元の途中にも「話す」

「書く」両方の活動を設定し，その活動に取り組ませ

ていく。生徒には発音，語彙及び表現，文法等の間違

いをしてもよいことを伝え，何回も「話す」「書く」経

験をさせることで，間違いを恐れずに表現することが

できるようになってもらいたい。 

また，語彙及び表現や文法を学習する際には，多く

の例文に触れさせたり，生徒一人一人の学習の進度に

応じた学びをさせたりする。そうすることで，それら

を活かして自己表現をすることができるようにしたい。  

ⅡⅡ  先先行行研研究究ののままととめめ  

ここでは，新出文法を自己表現に結び付けるため

の先行研究や教育実践例を調べ，まとめていく。  

１１  IICCTTのの活活用用にに関関すするる先先行行実実践践  

 財団法人日本視聴覚教育協会が 2012 年度にまとめ

た，平成 23年度文部科学省委託「国内の ICT教育活用

好事例の収集・普及・促進に関する調査研究事業」に

よる実践例を２例挙げる。 

１つ目の事例は，岡山県の中学校で行われた実践で

あり，電子黒板でデジタル教科書やプレゼンテーショ

ンスライドを活用することによって，単語や文法事項

の反復も効率よく行うことができたと述べられている。

そして，電子黒板を活用することで，生徒の興味を惹

き，新出構文についての理解もスムーズであったとま

とめられている。 

２つ目の事例は，北海道の小学校で行われた実践で

あり，電子黒板などの ICT機器を用いることによって，

テンポよく言語活動を展開することが可能となり，児

童が学習活動に意欲的に取り組むことができたと述べ

てられている。 

２２  自自己己表表現現にに関関すするる先先行行実実践践  

中島（2012）は，生徒がその日に習った表現を用い

て自己表現活動をする利点として，表現や文法事項を

自分のものにしようとする意識が働くようになると述

べている。また，その日に習った表現と自分に関する

ことをつなげることによって，習った表現を用いて「表

現したい」という思いを持つことにつながるとしてい

る。その結果，生徒から，自己表現を通じて，単語や

文法の勉強になったという反応が見られたとしている。 
３３  形形式式とと意意味味ののババラランンススをを重重視視ししたた先先行行実実践践  

 松尾（2018）は，場面や状況に合わせて自分の意見・

考え・思いを伝える力を育成するために，新出文法に

ついて形式重視の指導と意味重視の指導をバランスよ

く取り入れたり，生徒の生活場面に即した課題を設定

したりした。その結果，生徒が英語を使って自分の意

見や考えを伝えたいと思うようになったと述べている。 

彼の実践は２時限完了の実践であり，その内容とし

ては，１時限目に新出文法の確認と練習問題を行い，

２時限目には新出事項の復習，本文内容の確認，そし

てメインの言語活動としてのペアで会話を考える活動

を実施するというものであった。ペアでの活動の際は，

自分の意見・考え・思いを必ず入れるように指示をす

ることで，生徒同士で活発な会話をしながら，表現す

る文章を自分の実生活につなげようとして取り組む様

子が見られたとしている。 

松尾はこの実践の課題として，以下の２点を挙げて

いる。まず，生徒の意見を学級全体で共有する時間を

設けることでる。そうすることで，生徒の考えの幅を

広げ，自らの生活に置き換えさせる必要があったと考

えている。もう１つが，生徒の文法的な誤りを修正す

る時間を多くとることである。教師のフィードバック

や訂正によって，自分の意見や考えを他者に正確に伝

えるための文法の正確性を高めさせたり，不安を軽減

させたりすることができたのではないかと考えている。 

４４  能能力力別別学学習習ににつついいててのの先先行行研研究究  

 長谷川，安藤（2017）では，小学校５年生を対象に

デジタル英語教材を使用した個別学習を取り入れた実

践を行った結果，下位群の児童についてリスニング力

の成績が，実践前と比較して有意な差となるまで向上

したとしている。学習形態としては，パソコンを使っ

てインターネットから教材をダウンロードし，自分の

ペースで学習するというものであった。 

 また，英語の実践ではないが，山口県美祢市教育委

員会（2022）は小学校６年生の算数科の授業におい

て，オンライン学習教材 Qubenaを授業内に取り入れ

た実践を紹介している。児童が自分の課題に応じて自

分で教材を選び学習を進める「自由進度学習」を実施

した結果，児童の学習意欲を高めることができたり，

既習事項で理解できないことを復習することができた

りしたという成果があったと述べている。 

ⅢⅢ  研研究究構構想想とと実実践践デデザザイインン  

１１  研研究究目目標標  

本実践研究では，以下の 2点を目標とする。 
a)中学校英語科における，「自分の考えを文法的な間違いを

恐れずに表現することのできる生徒」を育成するための，

ICTを活用した授業の有効性を検証する。 
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b)ICT の授業内外における活用について，その利点と課題を

生徒の意見から見出す。 

２２  研研究究仮仮説説  

研究目標 a)について，以下のような仮説を設定し，

検証を行うこととする。 

ICT 機器を以下のように活用することによって，新出文法に

ついて，その意味，形式，使用場面を理解することができる。 

ｱ)新出文法が用いられる場面をイラストで示した，多数のプ

レゼンテーションスライドの提示 

ｲ)生徒の理解度に応じた復習問題の提示 

生徒が文法的な間違いを恐れないようになるため

には，新出文法の意味や形式を十分に理解できている

だけではなく，その場面を適切に理解している必要が

ある。実践校では，新出文法について，教科書の基本

文の説明を板書で行い，口頭での置き換え練習をした

後，教科書の練習問題に取り組ませていた。定着のた

めの練習の回数を増やすことと，言語の使用場面を想

起しやすくすることを目的として，ｱ)の手立てを取り

入れようと考えた。 

また，新出文法の復習場面では，全員が同じ和文英

訳問題に取り組んでいたため，英語を苦手とする生徒

にとっては難易度が高い活動をなっていた。そのため，

ｲ)の手立てを取り入れようと考えた。 

なお，「自分の考えを表現する」場面の設定は，目指

す生徒の姿でもあることから重要である。ここでは，

自己表現をする機会を単元の中で継続的に設定してい

くこととする。 

研究目標 b)に関しては，仮説を設定せず，生徒の意

見を基に考察することとする。  

３３  研研究究のの手手立立てて  

［［手手立立てて１１：：ププレレゼゼンンテテーーシショョンンススラライイドドをを活活用用しし

たた文文法法のの導導入入とと復復習習］］  

① 目的 

基本文の説明を，板書ではなくプレゼンテーション

機能を用いて行うことにより，意味と形式の理解と，

記憶への定着を促進させる。 

② 内容 

プレゼンテーションスライドを用いて，新出文法の

意味と形式を説明した教材を作成する（教材１）。ま

た，その新出文法が使用される場面のイラストとその

場面を表す英文を１枚のスライドに収めた教材を作成

する（教材２）。なお，各文法項目６～７場面程度の

スライドを用意することとした。 

文法の導入時にあたる１，３，５，７時には，まず

教材１を用いて文法の説明を行う。続いて教材２を用

いて，スライドを１枚ずつ提示し，その場面を表す英

文を生徒に考えさせる（新出文法に関わる練習問題）。

その後，英文を口頭で言わせ，視覚的に正しい英文を

確認させる活動を行う。 

文法の復習時となる２，４，６，８，９，10時には，

教材２を用いて上記と同じ手順で生徒に英文を考えさ

せる機会をもつ。 

［［手手立立てて２２：：タタブブレレッットトをを活活用用ししたた復復習習］］  

① 目的 

タブレットで配信された，難易度別の復習問題に各

自で取り組ませることにより，新出文法の理解の定着

を図る。 

② 内容 

新出文法に関する復習問題を，難易度別に３種類用

意し，それらをタブレットで配信する。生徒は，配信

された３種類の中から，各自の理解度に応じて問題を

選んで取り組む。 

難易度は，以下の通りとし，各難易度４～５問を用

意した。 
高：英作文 

  「私は毎日早く起きなければならない」 

中：穴埋め 

  I (   )(   ) get up early every day. 

低：選択式 

  I ( have to / can ) get up early every day. 

［［手手立立てて３３：：自自己己表表現現］］  

① 目的 

３－１：継続的に，自分に関することを一文で書かせ，

実践者による添削を読ませることで，各自の学習の

成果や課題を理解させる。 

３－２：単元末にパフォーマンス課題に取り組ませ，

既習知識を適切に活用しながら自分の考えをまと

まった英文で書かせる。 

② 内容 

３－１：教科書掲載の Practiceの中から，自己表現に

関わる問題に取り組ませる。生徒には，思いつく限

りの文を授業プリント書かせるようにする。授業後

に回収した授業プリントに書かれた英文を実践者が

添削し，次時に返却をする。 

３－２：単元末の Unit Activityのテーマを活用し，

海外から日本へやってくる留学生に，「日本」「自

分の家庭」「学校」それぞれの習慣・ルール・マナ

ーを知らせる英文を書かせる。 

４４  目目指指すす生生徒徒をを育育成成すするるたためめのの研研究究構構想想図図  

各手立ての関係をまとめると図１のようになる。そ

して，図１の実践の成果により目指す生徒を育成する

ことができると考える。 

５５  検検証証方方法法  

本実践研究の目標が達成されたかどうかについて，

アンケート及び生徒の記述した英文を分析する。 

（１）事後アンケート 

研究目標 a)及び b)を調査するため，事後に５件法

による選択式アンケートと記述式アンケートを行った。 

選択式アンケートの項目は以下の通りであり，なぜ

あるが，語彙や表現がうまく身に付いていなかったり，

間違えること恐れたりするため，自己表現に消極的で

あったのではないかと思われる。 
また，授業内で，新出文法の復習として，板書され

た英作文の問題に取り組んでいた際，英語の学習が苦

手な生徒は，自分で問題に取り組まずに答え合わせを

待っていた。こういった生徒の中には，問題集にある

空所補充や選択問題には取り組んでいたようであった。 
３３  目目指指すす生生徒徒のの姿姿  

本実践研究では，以下のような生徒を育成すること

を目指すこととする。 
自分の考えを文法的な間違いを恐れずに表現する

ことのできる生徒 
自分の考えを表現する場面としては，単元末のパフ

ォーマンス課題だけではなく，単元の途中にも「話す」

「書く」両方の活動を設定し，その活動に取り組ませ

ていく。生徒には発音，語彙及び表現，文法等の間違

いをしてもよいことを伝え，何回も「話す」「書く」経

験をさせることで，間違いを恐れずに表現することが

できるようになってもらいたい。 

また，語彙及び表現や文法を学習する際には，多く

の例文に触れさせたり，生徒一人一人の学習の進度に

応じた学びをさせたりする。そうすることで，それら

を活かして自己表現をすることができるようにしたい。  

ⅡⅡ  先先行行研研究究ののままととめめ  

ここでは，新出文法を自己表現に結び付けるため

の先行研究や教育実践例を調べ，まとめていく。  

１１  IICCTTのの活活用用にに関関すするる先先行行実実践践  

 財団法人日本視聴覚教育協会が 2012 年度にまとめ

た，平成 23年度文部科学省委託「国内の ICT教育活用

好事例の収集・普及・促進に関する調査研究事業」に

よる実践例を２例挙げる。 

１つ目の事例は，岡山県の中学校で行われた実践で

あり，電子黒板でデジタル教科書やプレゼンテーショ

ンスライドを活用することによって，単語や文法事項

の反復も効率よく行うことができたと述べられている。

そして，電子黒板を活用することで，生徒の興味を惹

き，新出構文についての理解もスムーズであったとま

とめられている。 

２つ目の事例は，北海道の小学校で行われた実践で

あり，電子黒板などの ICT機器を用いることによって，

テンポよく言語活動を展開することが可能となり，児

童が学習活動に意欲的に取り組むことができたと述べ

てられている。 

２２  自自己己表表現現にに関関すするる先先行行実実践践  

中島（2012）は，生徒がその日に習った表現を用い

て自己表現活動をする利点として，表現や文法事項を

自分のものにしようとする意識が働くようになると述

べている。また，その日に習った表現と自分に関する

ことをつなげることによって，習った表現を用いて「表

現したい」という思いを持つことにつながるとしてい

る。その結果，生徒から，自己表現を通じて，単語や

文法の勉強になったという反応が見られたとしている。 
３３  形形式式とと意意味味ののババラランンススをを重重視視ししたた先先行行実実践践  

 松尾（2018）は，場面や状況に合わせて自分の意見・

考え・思いを伝える力を育成するために，新出文法に

ついて形式重視の指導と意味重視の指導をバランスよ

く取り入れたり，生徒の生活場面に即した課題を設定

したりした。その結果，生徒が英語を使って自分の意

見や考えを伝えたいと思うようになったと述べている。 

彼の実践は２時限完了の実践であり，その内容とし

ては，１時限目に新出文法の確認と練習問題を行い，

２時限目には新出事項の復習，本文内容の確認，そし

てメインの言語活動としてのペアで会話を考える活動

を実施するというものであった。ペアでの活動の際は，

自分の意見・考え・思いを必ず入れるように指示をす

ることで，生徒同士で活発な会話をしながら，表現す

る文章を自分の実生活につなげようとして取り組む様

子が見られたとしている。 

松尾はこの実践の課題として，以下の２点を挙げて

いる。まず，生徒の意見を学級全体で共有する時間を

設けることでる。そうすることで，生徒の考えの幅を

広げ，自らの生活に置き換えさせる必要があったと考

えている。もう１つが，生徒の文法的な誤りを修正す

る時間を多くとることである。教師のフィードバック

や訂正によって，自分の意見や考えを他者に正確に伝

えるための文法の正確性を高めさせたり，不安を軽減

させたりすることができたのではないかと考えている。 

４４  能能力力別別学学習習ににつついいててのの先先行行研研究究  

 長谷川，安藤（2017）では，小学校５年生を対象に

デジタル英語教材を使用した個別学習を取り入れた実

践を行った結果，下位群の児童についてリスニング力

の成績が，実践前と比較して有意な差となるまで向上

したとしている。学習形態としては，パソコンを使っ

てインターネットから教材をダウンロードし，自分の

ペースで学習するというものであった。 

 また，英語の実践ではないが，山口県美祢市教育委

員会（2022）は小学校６年生の算数科の授業におい

て，オンライン学習教材 Qubenaを授業内に取り入れ

た実践を紹介している。児童が自分の課題に応じて自

分で教材を選び学習を進める「自由進度学習」を実施

した結果，児童の学習意欲を高めることができたり，

既習事項で理解できないことを復習することができた

りしたという成果があったと述べている。 

ⅢⅢ  研研究究構構想想とと実実践践デデザザイインン  

１１  研研究究目目標標  

本実践研究では，以下の 2点を目標とする。 
a)中学校英語科における，「自分の考えを文法的な間違いを

恐れずに表現することのできる生徒」を育成するための，

ICTを活用した授業の有効性を検証する。 
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11 Unit Activity 

 

身の回りのルールやマナーにつ

いて英語で表現する。 

なお，この実践では帯活動として，毎時間授業の開

始７分程度で単元の新出語彙の意味を生徒同士で口頭

で確認をしたり，綴りを覚えるために授業ノートに単

語を書いたりする活動を行った。 

（２）授業の実際と生徒の姿 

【【UUnniitt  33  UUnniitt  AAccttiivviittyy】】  
第第００時時  

・Unit 3 Unit Activity 

夏休みや週末の休日の間にしたことやその感想についての，

to不定詞を用いた自己表現活動（作文） 

スラスラと書き始めることのできた生徒と，書き始

めることができない生徒がいた。書き始めることがで

きた生徒は，新出文法を用いて自己表現をすることが

できていた。 

書き始めることができなかった生徒に対して，机間

指導の中で「部活はなかったの」と問いかけた。「あっ

た」と答えた生徒には，「部活をするために学校へ行っ

たと表現してみて」と声をかけた。以下が，その際の

実践者と生徒のやり取りの例である。 
Ｔ「wentは何の過去形で意味は何？」 

Ｓ「go，行った」 

Ｔ「自分はどこへ行ったの？」 

Ｓ「学校」 

Ｔ「学校は英語で何て言う？」 

Ｓ「school」 

Ｔ「I went toに続いて学校へ行ったと表してみて」 

Ｓ「I went to school」 

Ｔ「何するために学校へ行ったの」 

Ｓ「部活をするため」 

Ｔ「何部？」 

Ｓ「サッカー部」 

Ｔ「じゃあ，サッカーをするって英語で何て言う？」 

Ｓ「play soccer」 

Ｔ「toの後ろにサッカーをするっていう表現を当てはめて，

サッカーをするためという表現を完成させて」 

Ｓ「to play soccer」 

Ｔ「どんな文章が完成した？」 

Ｓ「I went to school to play soccer.」 

 生徒は，話す内容があれば，実践者の補助とワーク

シートに示されたヒントを基に，新出文法を用いて自

己表現をすることができた者もいた。しかし，toのあ

とに動名詞を書いたり，名詞を続けたりする者もいた。  

【【UUnniitt  44  SScceennee  11】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第１１時時  

・新出文法 have toの導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題７問（手立て１） 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第２２時時  

・新出文法の練習問題３問（手立て１） 

・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認 

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第１時導入における手立て１の場面で，Teacher 

Talkとして実践者の家のルールを新出文法 have toと

don’t have toを用いて表現した。その際に，電子黒

板に Teacher Talk の内容を理解するためのイラスト

を表示したところ，生徒が実践者の Teacher Talk の

内容を捉えることができている様子を見せた。 

次に，スライドを用いた新出文法に関する穴埋め式

の練習問題を提示し（手立て１，図２），解答を考えさ

せる際に“Talk with your friends.”と声をかける

と，生徒同士で確認し合っていた。解答をさせる際に，

指名した生徒の解答はすべて正答であった。 

 
図図２２  ススラライイドド上上でで出出題題ししたた練練習習問問題題のの例例  

続く手立て３の場面で，教科書の Practice の問題

を早く解き終わったり，新出文法の have toを用いた

自己表現ができたりした生徒には挙手をさせ，実践者

による点検を受けさせた。その点検で合格を得た生徒

には，ミニティーチャーとして困っている生徒の学習

を手助けしたり，丸をつけたりするようにした。10分

程度の時間を設けたが，授業終了までにはほとんどの

生徒が解き終えることができた。 

第２時の手立て１による復習場面でも，解答を生徒

同士で確認し合う姿が見られた。 

手立て２の場面で，生徒たちは，初めてタブレット

を用いて復習問題に取り組む活動をした。そのため，

タブレットを開いて練習問題のページを見つけ，実際

に練習問題に取り掛かるまでに時間を要してしまった。

解答の際に，タブレットに文字を指で書いたり，タイ

ピングによって入力したりしている生徒が多く見られ

た。「ノートに書いてもいいですか」と尋ねた生徒がい

たため，ノートに書いてもよいということを伝えた。

授業後に，生徒にレベル別の復習問題に取り組んだ感

想を尋ねると，「単語が書けないから英作文をすること

は難しいけど，選択式の問題があったから取り組みや

すかった」という回答を得た。 

【【UUnniitt  44  SScceennee  22】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第３３時時  

・新出文法 mustの導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題７問（手立て１） 

・新出文法を用いたインタビュー活動 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第４４時時  

・新出文法の練習問題５問（手立て１） 

・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認  

その回答になったのかという理由を項目ごとに書かせ

た。これを記述式アンケートとして分析の対象とした。 

図図１１研研究究構構想想図図  

 
１. 復習問題をタブレット（ロイロノート）を使って，自分

でレベルを選択して取り組む活動は，よかったと思います

か。 

２. 復習問題をタブレット（ロイロノート）を使って，自分

でレベルを選択して取り組むことで，新しく学んだ文法の

意味や使い方を覚えることにつながったと思いますか。 

３. 復習問題を，印刷されたプリントで取り組むよりも，タ

ブレット（ロイロノート）を使って取り組む方がよかった

と思いますか。 

４. 授業内で取り組んだ復習問題に，自宅での学習や授業以

外の時間にも取り組みましたか。 

５. 授業内で復習問題に取り組んだとき，５分間で問題を解

き，３分間で丸付けと提出をしました。この時間設定は適

切だったと思いますか。 

６. 授業内で取り組んだ復習問題に，期末テストの勉強をす

るときにも取り組みましたか。 

７. デジタル黒板や授業スライドを使って，新しく学ぶ文法

の説明を聞いたり，練習問題を解いたりしたことは，新し

く学ぶ文法を理解するために役に立ったと思いますか。 

８. 板書での授業よりも，デジタル黒板や授業スライドを使

った授業の方が分かりやすいと思いますか。 

９. 授業内で使っていた授業スライドを，自宅での学習や授

業以外の時間にも見ましたか。 

 

５件法による回答 

 「５ 非常にそう思う」「４ そう思う」 

 「３ どちらとも言えない」 

 「２ そう思わない」「１ 全くそう思わない」 

研究目標 a)における仮説ｱ)に関しては項目７と８

の回答に，仮説ｲ)に関しては項目１，２の回答にそれ

ぞれ注目をし，生徒の記述内容から理解できたかどう

かを検討していく。 

また，研究目標 b)に関しては全ての項目における生

徒の回答を分析の対象とするが，特に項目３，４，５，

６，９の回答に注目をし，ICT 活用についての利点や

課題を探っていく。 

（２）単元末のパフォーマンス課題における英文 

生徒が，自分の考えを文法的な間違いを恐れずに表

現することのできたかどうかを見取るために，単元末

の Unit Activityにおけるパフォーマンス課題で書か

れた英文を調査する。 

調査の方法としては，新出文法の使用の適切さを，

意味，形式，使用場面における使い分けの観点で数値

化することで見取っていく。また，生徒が書きたいと

考えた内容にもよるが，新出文法がどの程度使用され

たかについても数値化して見取っていく。 

なお，ここでは，手立て１で取り上げた英文につい

ては，分析の対象から除外する。これは，全員が正し

く覚えるために使用された文であることから，これら

の文を使用する際に「間違いを恐れず表現する」とい

うよりも「記憶の再生」に過ぎないと思われるからで

ある。 

ⅣⅣ  実実践践内内容容とと生生徒徒のの姿姿  

１１  参参加加者者  

（１）実践校及び対象生徒  

Ａ市立Ｂ中学校２年Ⅽ組（36名）  

（２）実践期間 

2022年 10月５日～2022年 11月４日 

（３）実践単元 

東京書籍 NEW HORIZON 2 Unit 4 Homestay in the 

United States 

２２  実実践践のの内内容容  

（１）単元計画 
時間 教科書パート 内容 

０ Unit Activity Unit 3 Unit Activity 

１ Unit 4 

Scene 1 

新出文法（have to)の学習 

２ 新出文法（have to)の復習 

教科書本文 

３ Unit 4 

Scene 2 

新出文法（must）の学習 

４ 新出文法（must）の復習 

教科書本文 

５ Unit 4 

Read and Think 1 

新出文法（動名詞）の学習 

６ 新出文法（動名詞）の復習 

教科書本文 

７ Unit 4 

Read and Think 2 

新出文法（動名詞）の学習 

８ 新出文法（動名詞）の復習 

教科書本文 

９ Unit 4 Scene 1～ 

Read and Think 2 

Unit 4の新出文法のまとめ 

10 Unit Activity 

 

 

 

Unit 4のまとめ 

アメリカの習慣やマナー・ルー

ルについての文章を読み，内容

を捉える。 
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11 Unit Activity 

 

身の回りのルールやマナーにつ

いて英語で表現する。 

なお，この実践では帯活動として，毎時間授業の開

始７分程度で単元の新出語彙の意味を生徒同士で口頭

で確認をしたり，綴りを覚えるために授業ノートに単

語を書いたりする活動を行った。 

（２）授業の実際と生徒の姿 

【【UUnniitt  33  UUnniitt  AAccttiivviittyy】】  
第第００時時  

・Unit 3 Unit Activity 

夏休みや週末の休日の間にしたことやその感想についての，

to不定詞を用いた自己表現活動（作文） 

スラスラと書き始めることのできた生徒と，書き始

めることができない生徒がいた。書き始めることがで

きた生徒は，新出文法を用いて自己表現をすることが

できていた。 

書き始めることができなかった生徒に対して，机間

指導の中で「部活はなかったの」と問いかけた。「あっ

た」と答えた生徒には，「部活をするために学校へ行っ

たと表現してみて」と声をかけた。以下が，その際の

実践者と生徒のやり取りの例である。 
Ｔ「wentは何の過去形で意味は何？」 

Ｓ「go，行った」 

Ｔ「自分はどこへ行ったの？」 

Ｓ「学校」 

Ｔ「学校は英語で何て言う？」 

Ｓ「school」 

Ｔ「I went toに続いて学校へ行ったと表してみて」 

Ｓ「I went to school」 

Ｔ「何するために学校へ行ったの」 

Ｓ「部活をするため」 

Ｔ「何部？」 

Ｓ「サッカー部」 

Ｔ「じゃあ，サッカーをするって英語で何て言う？」 

Ｓ「play soccer」 

Ｔ「toの後ろにサッカーをするっていう表現を当てはめて，

サッカーをするためという表現を完成させて」 

Ｓ「to play soccer」 

Ｔ「どんな文章が完成した？」 

Ｓ「I went to school to play soccer.」 

 生徒は，話す内容があれば，実践者の補助とワーク

シートに示されたヒントを基に，新出文法を用いて自

己表現をすることができた者もいた。しかし，toのあ

とに動名詞を書いたり，名詞を続けたりする者もいた。  

【【UUnniitt  44  SScceennee  11】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第１１時時  

・新出文法 have toの導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題７問（手立て１） 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第２２時時  

・新出文法の練習問題３問（手立て１） 

・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認 

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第１時導入における手立て１の場面で，Teacher 

Talkとして実践者の家のルールを新出文法 have toと

don’t have toを用いて表現した。その際に，電子黒

板に Teacher Talk の内容を理解するためのイラスト

を表示したところ，生徒が実践者の Teacher Talk の

内容を捉えることができている様子を見せた。 

次に，スライドを用いた新出文法に関する穴埋め式

の練習問題を提示し（手立て１，図２），解答を考えさ

せる際に“Talk with your friends.”と声をかける

と，生徒同士で確認し合っていた。解答をさせる際に，

指名した生徒の解答はすべて正答であった。 

 
図図２２  ススラライイドド上上でで出出題題ししたた練練習習問問題題のの例例  

続く手立て３の場面で，教科書の Practice の問題

を早く解き終わったり，新出文法の have toを用いた

自己表現ができたりした生徒には挙手をさせ，実践者

による点検を受けさせた。その点検で合格を得た生徒

には，ミニティーチャーとして困っている生徒の学習

を手助けしたり，丸をつけたりするようにした。10分

程度の時間を設けたが，授業終了までにはほとんどの

生徒が解き終えることができた。 

第２時の手立て１による復習場面でも，解答を生徒

同士で確認し合う姿が見られた。 

手立て２の場面で，生徒たちは，初めてタブレット

を用いて復習問題に取り組む活動をした。そのため，

タブレットを開いて練習問題のページを見つけ，実際

に練習問題に取り掛かるまでに時間を要してしまった。

解答の際に，タブレットに文字を指で書いたり，タイ

ピングによって入力したりしている生徒が多く見られ

た。「ノートに書いてもいいですか」と尋ねた生徒がい

たため，ノートに書いてもよいということを伝えた。

授業後に，生徒にレベル別の復習問題に取り組んだ感

想を尋ねると，「単語が書けないから英作文をすること

は難しいけど，選択式の問題があったから取り組みや

すかった」という回答を得た。 

【【UUnniitt  44  SScceennee  22】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第３３時時  

・新出文法 mustの導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題７問（手立て１） 

・新出文法を用いたインタビュー活動 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第４４時時  

・新出文法の練習問題５問（手立て１） 

・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認  

その回答になったのかという理由を項目ごとに書かせ

た。これを記述式アンケートとして分析の対象とした。 

図図１１研研究究構構想想図図  

 
１. 復習問題をタブレット（ロイロノート）を使って，自分

でレベルを選択して取り組む活動は，よかったと思います

か。 

２. 復習問題をタブレット（ロイロノート）を使って，自分

でレベルを選択して取り組むことで，新しく学んだ文法の

意味や使い方を覚えることにつながったと思いますか。 

３. 復習問題を，印刷されたプリントで取り組むよりも，タ

ブレット（ロイロノート）を使って取り組む方がよかった

と思いますか。 

４. 授業内で取り組んだ復習問題に，自宅での学習や授業以

外の時間にも取り組みましたか。 

５. 授業内で復習問題に取り組んだとき，５分間で問題を解

き，３分間で丸付けと提出をしました。この時間設定は適

切だったと思いますか。 

６. 授業内で取り組んだ復習問題に，期末テストの勉強をす

るときにも取り組みましたか。 

７. デジタル黒板や授業スライドを使って，新しく学ぶ文法

の説明を聞いたり，練習問題を解いたりしたことは，新し

く学ぶ文法を理解するために役に立ったと思いますか。 

８. 板書での授業よりも，デジタル黒板や授業スライドを使

った授業の方が分かりやすいと思いますか。 

９. 授業内で使っていた授業スライドを，自宅での学習や授

業以外の時間にも見ましたか。 

 

５件法による回答 

 「５ 非常にそう思う」「４ そう思う」 

 「３ どちらとも言えない」 

 「２ そう思わない」「１ 全くそう思わない」 

研究目標 a)における仮説ｱ)に関しては項目７と８

の回答に，仮説ｲ)に関しては項目１，２の回答にそれ

ぞれ注目をし，生徒の記述内容から理解できたかどう

かを検討していく。 

また，研究目標 b)に関しては全ての項目における生

徒の回答を分析の対象とするが，特に項目３，４，５，

６，９の回答に注目をし，ICT 活用についての利点や

課題を探っていく。 

（２）単元末のパフォーマンス課題における英文 

生徒が，自分の考えを文法的な間違いを恐れずに表

現することのできたかどうかを見取るために，単元末

の Unit Activityにおけるパフォーマンス課題で書か

れた英文を調査する。 

調査の方法としては，新出文法の使用の適切さを，

意味，形式，使用場面における使い分けの観点で数値

化することで見取っていく。また，生徒が書きたいと

考えた内容にもよるが，新出文法がどの程度使用され

たかについても数値化して見取っていく。 

なお，ここでは，手立て１で取り上げた英文につい

ては，分析の対象から除外する。これは，全員が正し

く覚えるために使用された文であることから，これら

の文を使用する際に「間違いを恐れず表現する」とい

うよりも「記憶の再生」に過ぎないと思われるからで

ある。 

ⅣⅣ  実実践践内内容容とと生生徒徒のの姿姿  

１１  参参加加者者  

（１）実践校及び対象生徒  

Ａ市立Ｂ中学校２年Ⅽ組（36名）  

（２）実践期間 

2022年 10月５日～2022年 11月４日 

（３）実践単元 

東京書籍 NEW HORIZON 2 Unit 4 Homestay in the 

United States 

２２  実実践践のの内内容容  

（１）単元計画 
時間 教科書パート 内容 

０ Unit Activity Unit 3 Unit Activity 

１ Unit 4 

Scene 1 

新出文法（have to)の学習 

２ 新出文法（have to)の復習 

教科書本文 

３ Unit 4 

Scene 2 

新出文法（must）の学習 

４ 新出文法（must）の復習 

教科書本文 

５ Unit 4 

Read and Think 1 

新出文法（動名詞）の学習 

６ 新出文法（動名詞）の復習 

教科書本文 

７ Unit 4 

Read and Think 2 

新出文法（動名詞）の学習 

８ 新出文法（動名詞）の復習 

教科書本文 

９ Unit 4 Scene 1～ 

Read and Think 2 

Unit 4の新出文法のまとめ 

10 Unit Activity 

 

 

 

Unit 4のまとめ 

アメリカの習慣やマナー・ルー

ルについての文章を読み，内容

を捉える。 
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・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認  

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第７時の導入については，いつも通り Teacher Talk

を行った。生徒はこれまでと同様，理解しようとする

姿勢で耳を傾けていた。 

スライドを用いた新出文法に関する練習問題では，

動詞の単数形に注意をさせるために is と are を選択

肢に入れた問題を提示した。戸惑う生徒も見られたが，

生徒同士で解答を確認し合うことで is が正しいとい

う理解が広まった。 

手立て３の場面では，特に戸惑うことなく活動に取

り組む生徒の姿を見ることができた。動名詞が主語に

なる文でも，isを正しく用いて表現することができて

いた。 

第８時手立て１による新出文法の復習では，再度 is

と areを選択肢に入れた問題を提示した。何枚もスラ

イドで練習問題に取り組み，動詞の形にも注目させて

きたため，生徒は is を用いて問題に解答することが

できていた。 

手立て２の場面で，生徒は，タブレットを用いて復

習問題に取り組むことに慣れてきた様子を見せていた。

問題への取り組みについても，実践者がこれまで「レ

ベルアップに挑戦しよう」とコメントをしてきたため，

レベルを上げて取り組むようになった生徒がいた。 

【【UUnniitt  44  UUnniitt  AAccttiivviittyy】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第９９時時  

・動名詞の復習（手立て１） 

第第 1100時時  

・have toと mustの復習（手立て１） 

・Unit Activity（手立て３） 

STEP１：アメリカの習慣やマナー・ルールについての英文

を読み，内容を理解する。 

STEP２：日本の習慣やマナーについて挙げ，表現をする。 

STEP３：自分の家のルールについて挙げ，表現をする。 

STEP４：学校の校則について挙げ，表現をする。 

STEP５：STEP１～４の記述をまとめる。 

（第 10時は STEP２まで） 

第第 1111時時  

・have toと mustの表現の復習 

・Unit Activity（手立て３，STEP３から）  

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第９・10時の手立て１の場面では，Unit 4で学んだ

文法の復習をする際に，これまでの授業で用いたスラ

イドを再利用した。そのため，生徒たちも戸惑うこと

なく文法を復習することができていた。 

 Unit Activity（手立て３）では，図４のプリントに

沿って活動をさせた。STEP１でアメリカのルールを確

認したことから，STEP２以降の自分たちに関わるルー

ルを対比して考えようとする生徒がいた。STEP２から

４までは，まず日本語でルールをメモ書きさせ，その

後英語で表現させた。第 10 時にルールが思い浮かば

ない生徒がいたため，第 11時に「おたすけプリント」

を配付した。そのプリントによりイメージをふくらま

せることができた生徒もいたが，プリントの表現を使

って文章を書き加えている生徒も見られた。 

ⅤⅤ  結結果果とと考考察察  

１１  アアンンケケーートト分分析析  

（１）実践後のアンケートの結果 

本実践研究の目標である「a)中学校英語科における，

『自分の考えを文法的な間違いを恐れずに表現するこ

とのできる生徒』を育成するための，ICT を活用した

授業の有効性」及び「b)ICT の授業内外における活用

について，その利点と課題を生徒の意見から見出す」

ために，実践後に選択式及び記述式のアンケートを採

った。本実践研究では，対象生徒 36名の中から，事後

アンケートに回答をした 30 名と分析の対象とした。

選択式アンケートの結果は表１の通りとなった。 

表表１１  事事後後ににおおけけるる選選択択式式アアンンケケーートト結結果果（（nn==3300））  

  
（２）研究目標 a)に関する分析と考察 

【【研研究究仮仮説説ｱｱ))にに関関ししてて】】  

研究仮説ｱ)の検証については，アンケート項目７と

８における回答に注目をする。なお，授業における指

導順序に合わせて，項目８から考察を行う。 

 

［［項項目目８８ののアアンンケケーートト結結果果］］  

 
図図３３  項項目目８８ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果 

約 67％の生徒が，「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。約 17％の生徒が，「そう思わない」「全くそ

う思わない」と回答した。 

成果としては，以下の点があると考える。 

「板書の授業だとノートを書くことに集中して授

業内容をあまり理解できないから」という生徒の記述

があった。これまでの授業では，文法説明に関する板

書事項をすべてノートに書き写させていた。今回の授

業実践ではプレゼンテーションスライドを用いた文法

説明がされたため，生徒は説明の全てをノートに書き

写すことはできず，集中して説明を聞くこととなった。 

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第３時導入における手立て１の場面で，新出文法

mustと must notの導入として，様々な標識を電子黒

板に提示しながら Teacher Talk を行った。日本では

見慣れない標識を用いたため，生徒は興味を持って活

動に取り組んでいた。新出文法である must not を示

す前に標識の意味を尋ねたときには，禁止の命令を表

す Don’tを用いて表現した生徒がいた。 

スライドを用いた新出文法に関する穴埋め式の練

習問題に取り組む際，スライドを見てすぐに正しい答

えを小声でつぶやく生徒が何人かいた。その後，“Talk 

with your friends.”と声をかけると，第１時よりも

活発に解答の確認をし合っていた。 

続く手立て３の場面では，mustと must notを用い

て学校のルールについて英文で表現をさせた。その際，

生徒は直前に行った，学校のルールについた尋ね合う

インタビュー活動でやりとりした内容を思い出しなが

ら自己表現をすることができていた。授業後に実践者

が回収して添削をしたところ，ほとんどの生徒が正し

い文を書いていた。mustの直後に動名詞を書いた生徒

や，主語と目的語における代名詞の人称がずれていた

生徒については，間違っている箇所に下線を引き，次

時までに返却をした。 

第４時の手立て１による復習では，mustを用いて表

現する問題だけではなく，don’t have toを用いて表

現するべき問題も取り入れた。生徒の中には，don’t 

have toを用いて表現すべき問題に must notを用いて

答えていた者もいたため，否定形の意味の違いを改め

て確認させた。  

続く第４時の手立て２の場面でも，復習問題に取り

組む準備をする際，ロイロノートに収録されている問

題を見つけることができず，戸惑っている生徒がいた。

中には，Scene 2の問題ではなく，間違えて Scene 1

や Read and Think 1の問題に取り組んでいる生徒も

おり，実践者が机間指導をすることによって問題を確

認する必要があった。また，答え合わせをする際には，

ロイロノートで２つのページを行き来しながら答え合

わせをしており，「答え合わせしにくい」という声も聞

こえた。 

生徒がタブレット上に提出した復習問題を確認し

たところ，多くの生徒が一番簡単な難易度の問題に取

り組んでいた。その中には，実践者が見て中難易度の

問題に取り組む方がよいと思われる生徒もおり，生徒

の理解度に応じて難易度を選択させるための声掛けが

必要だと分かった。 

【【UUnniitt  44  RReeaadd  aanndd  TThhiinnkk  11】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第５５時時  

・have toと mustの復習（手立て１） 

・新出文法（動名詞）の導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題７問（手立て１） 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第６６時時  

・新出文法の練習問題４問（手立て１） 

・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認  

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第５時導入における手立て１で，have toと mustの

復習を行った。それまでの授業で用いた練習問題を提

示し，生徒に取り組ませたところ，生徒は文法を正し

く用いて解答することができていた。 

次に，新出文法である動名詞の導入として，startと

finishを用いて Teacher Talkをした。電子黒板にイ

ラストを提示しながら行ったため，生徒は Teacher 

Talkの内容を捉えることができていた。 

スライドを用いた新出文法に関する穴埋め式の練

習問題に取り組む活動では，第３時と同様に，生徒は

スライドを見てすぐに正しい答えを言っていた。その

後の場面でも，活発に解答の確認をし合っていた。 

続く手立て３の場面で，自己表現に取り組む際に，

“I enjoyeding play soccer.”と書いた生徒がいた。

さらに，文法を学ぶための基本文が“I finished using 

bathroom.”であったため，“I enjoyed using play 

soccer.”と，意味を踏まえることなく usingをそのま

ま使っている生徒もいた。“enjoy + ～ing”=(～す

ることを楽しむ)というように１セットとして説明し

たほうがよいことが分かった。 

そこで，第６時における動名詞の復習では，“enjoy 

+ ～ing”ばかりではなく，finish，start，stopにつ

いても，形式の確認をした。すると生徒は形式と意味

を結び付けて理解できたようであった。 

手立て２の場面では，生徒が問題を見つけやすくな

るように，ロイロノートの「送る」機能を用いてその

場で問題を配布した。生徒は容易に問題を見つけ，復

習に取り組むことができていた。しかし，答え合わせ

のしやすさについては，まだ改善しきることができな

かったため，生徒は自分のタブレット上でページを行

き来しながら答え合わせをする必要があった。 

タブレット上で提出された復習問題を確認したと

ころ，前回よりも中難易度に取り組んだ生徒が増えて

いた。中には，中難易度の問題に取り組んではいるが，

新出文法の理解が不十分であると思われる生徒もいた

ため，一番簡単な問題に取り組むことで新出文法を理

解することができるようコメントを書いて返却をした。 

【【UUnniitt  44  RReeaadd  aanndd  TThhiinnkk  22】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第７７時時  

・新出文法（主語としての動名詞）の導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題６問（手立て１） 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第８８時時  

・新出文法の練習問題４問（手立て１） 
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・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認  

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第７時の導入については，いつも通り Teacher Talk

を行った。生徒はこれまでと同様，理解しようとする

姿勢で耳を傾けていた。 

スライドを用いた新出文法に関する練習問題では，

動詞の単数形に注意をさせるために is と are を選択

肢に入れた問題を提示した。戸惑う生徒も見られたが，

生徒同士で解答を確認し合うことで is が正しいとい

う理解が広まった。 

手立て３の場面では，特に戸惑うことなく活動に取

り組む生徒の姿を見ることができた。動名詞が主語に

なる文でも，isを正しく用いて表現することができて

いた。 

第８時手立て１による新出文法の復習では，再度 is

と areを選択肢に入れた問題を提示した。何枚もスラ

イドで練習問題に取り組み，動詞の形にも注目させて

きたため，生徒は is を用いて問題に解答することが

できていた。 

手立て２の場面で，生徒は，タブレットを用いて復

習問題に取り組むことに慣れてきた様子を見せていた。

問題への取り組みについても，実践者がこれまで「レ

ベルアップに挑戦しよう」とコメントをしてきたため，

レベルを上げて取り組むようになった生徒がいた。 

【【UUnniitt  44  UUnniitt  AAccttiivviittyy】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第９９時時  

・動名詞の復習（手立て１） 

第第 1100時時  

・have toと mustの復習（手立て１） 

・Unit Activity（手立て３） 

STEP１：アメリカの習慣やマナー・ルールについての英文

を読み，内容を理解する。 

STEP２：日本の習慣やマナーについて挙げ，表現をする。 

STEP３：自分の家のルールについて挙げ，表現をする。 

STEP４：学校の校則について挙げ，表現をする。 

STEP５：STEP１～４の記述をまとめる。 

（第 10時は STEP２まで） 

第第 1111時時  

・have toと mustの表現の復習 

・Unit Activity（手立て３，STEP３から）  

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第９・10時の手立て１の場面では，Unit 4で学んだ

文法の復習をする際に，これまでの授業で用いたスラ

イドを再利用した。そのため，生徒たちも戸惑うこと

なく文法を復習することができていた。 

 Unit Activity（手立て３）では，図４のプリントに

沿って活動をさせた。STEP１でアメリカのルールを確

認したことから，STEP２以降の自分たちに関わるルー

ルを対比して考えようとする生徒がいた。STEP２から

４までは，まず日本語でルールをメモ書きさせ，その

後英語で表現させた。第 10 時にルールが思い浮かば

ない生徒がいたため，第 11時に「おたすけプリント」

を配付した。そのプリントによりイメージをふくらま

せることができた生徒もいたが，プリントの表現を使

って文章を書き加えている生徒も見られた。 

ⅤⅤ  結結果果とと考考察察  

１１  アアンンケケーートト分分析析  

（１）実践後のアンケートの結果 

本実践研究の目標である「a)中学校英語科における，

『自分の考えを文法的な間違いを恐れずに表現するこ

とのできる生徒』を育成するための，ICT を活用した

授業の有効性」及び「b)ICT の授業内外における活用

について，その利点と課題を生徒の意見から見出す」

ために，実践後に選択式及び記述式のアンケートを採

った。本実践研究では，対象生徒 36名の中から，事後

アンケートに回答をした 30 名と分析の対象とした。

選択式アンケートの結果は表１の通りとなった。 

表表１１  事事後後ににおおけけるる選選択択式式アアンンケケーートト結結果果（（nn==3300））  

  
（２）研究目標 a)に関する分析と考察 

【【研研究究仮仮説説ｱｱ))にに関関ししてて】】  

研究仮説ｱ)の検証については，アンケート項目７と

８における回答に注目をする。なお，授業における指

導順序に合わせて，項目８から考察を行う。 

 

［［項項目目８８ののアアンンケケーートト結結果果］］  

 
図図３３  項項目目８８ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果 

約 67％の生徒が，「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。約 17％の生徒が，「そう思わない」「全くそ

う思わない」と回答した。 

成果としては，以下の点があると考える。 

「板書の授業だとノートを書くことに集中して授

業内容をあまり理解できないから」という生徒の記述

があった。これまでの授業では，文法説明に関する板

書事項をすべてノートに書き写させていた。今回の授

業実践ではプレゼンテーションスライドを用いた文法

説明がされたため，生徒は説明の全てをノートに書き

写すことはできず，集中して説明を聞くこととなった。 

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第３時導入における手立て１の場面で，新出文法

mustと must notの導入として，様々な標識を電子黒

板に提示しながら Teacher Talk を行った。日本では

見慣れない標識を用いたため，生徒は興味を持って活

動に取り組んでいた。新出文法である must not を示

す前に標識の意味を尋ねたときには，禁止の命令を表

す Don’tを用いて表現した生徒がいた。 

スライドを用いた新出文法に関する穴埋め式の練

習問題に取り組む際，スライドを見てすぐに正しい答

えを小声でつぶやく生徒が何人かいた。その後，“Talk 

with your friends.”と声をかけると，第１時よりも

活発に解答の確認をし合っていた。 

続く手立て３の場面では，mustと must notを用い

て学校のルールについて英文で表現をさせた。その際，

生徒は直前に行った，学校のルールについた尋ね合う

インタビュー活動でやりとりした内容を思い出しなが

ら自己表現をすることができていた。授業後に実践者

が回収して添削をしたところ，ほとんどの生徒が正し

い文を書いていた。mustの直後に動名詞を書いた生徒

や，主語と目的語における代名詞の人称がずれていた

生徒については，間違っている箇所に下線を引き，次

時までに返却をした。 

第４時の手立て１による復習では，mustを用いて表

現する問題だけではなく，don’t have toを用いて表

現するべき問題も取り入れた。生徒の中には，don’t 

have toを用いて表現すべき問題に must notを用いて

答えていた者もいたため，否定形の意味の違いを改め

て確認させた。  

続く第４時の手立て２の場面でも，復習問題に取り

組む準備をする際，ロイロノートに収録されている問

題を見つけることができず，戸惑っている生徒がいた。

中には，Scene 2の問題ではなく，間違えて Scene 1

や Read and Think 1の問題に取り組んでいる生徒も

おり，実践者が机間指導をすることによって問題を確

認する必要があった。また，答え合わせをする際には，

ロイロノートで２つのページを行き来しながら答え合

わせをしており，「答え合わせしにくい」という声も聞

こえた。 

生徒がタブレット上に提出した復習問題を確認し

たところ，多くの生徒が一番簡単な難易度の問題に取

り組んでいた。その中には，実践者が見て中難易度の

問題に取り組む方がよいと思われる生徒もおり，生徒

の理解度に応じて難易度を選択させるための声掛けが

必要だと分かった。 

【【UUnniitt  44  RReeaadd  aanndd  TThhiinnkk  11】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第５５時時  

・have toと mustの復習（手立て１） 

・新出文法（動名詞）の導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題７問（手立て１） 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第６６時時  

・新出文法の練習問題４問（手立て１） 

・タブレットを用いた難易度別の復習問題（手立て２） 

・教科書本文の，内容と表現の確認  

［［手手立立ててににおおけけるる生生徒徒のの様様子子］］  

第５時導入における手立て１で，have toと mustの

復習を行った。それまでの授業で用いた練習問題を提

示し，生徒に取り組ませたところ，生徒は文法を正し

く用いて解答することができていた。 

次に，新出文法である動名詞の導入として，startと

finishを用いて Teacher Talkをした。電子黒板にイ

ラストを提示しながら行ったため，生徒は Teacher 

Talkの内容を捉えることができていた。 

スライドを用いた新出文法に関する穴埋め式の練

習問題に取り組む活動では，第３時と同様に，生徒は

スライドを見てすぐに正しい答えを言っていた。その

後の場面でも，活発に解答の確認をし合っていた。 

続く手立て３の場面で，自己表現に取り組む際に，

“I enjoyeding play soccer.”と書いた生徒がいた。

さらに，文法を学ぶための基本文が“I finished using 

bathroom.”であったため，“I enjoyed using play 

soccer.”と，意味を踏まえることなく usingをそのま

ま使っている生徒もいた。“enjoy + ～ing”=(～す

ることを楽しむ)というように１セットとして説明し

たほうがよいことが分かった。 

そこで，第６時における動名詞の復習では，“enjoy 

+ ～ing”ばかりではなく，finish，start，stopにつ

いても，形式の確認をした。すると生徒は形式と意味

を結び付けて理解できたようであった。 

手立て２の場面では，生徒が問題を見つけやすくな

るように，ロイロノートの「送る」機能を用いてその

場で問題を配布した。生徒は容易に問題を見つけ，復

習に取り組むことができていた。しかし，答え合わせ

のしやすさについては，まだ改善しきることができな

かったため，生徒は自分のタブレット上でページを行

き来しながら答え合わせをする必要があった。 

タブレット上で提出された復習問題を確認したと

ころ，前回よりも中難易度に取り組んだ生徒が増えて

いた。中には，中難易度の問題に取り組んではいるが，

新出文法の理解が不十分であると思われる生徒もいた

ため，一番簡単な問題に取り組むことで新出文法を理

解することができるようコメントを書いて返却をした。 

【【UUnniitt  44  RReeaadd  aanndd  TThhiinnkk  22】】  

［［指指導導過過程程］］  
第第７７時時  

・新出文法（主語としての動名詞）の導入（手立て１） 

・新出文法の練習問題６問（手立て１） 

・教科書 Practice，新出文法を用いた自己表現（手立て３） 

第第８８時時  

・新出文法の練習問題４問（手立て１） 
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あるが，時間設定にゆとりをもたせたり，より易しい

問題を選択させたりすることによって，生徒が安心し

て問題に取り組むことができるようにする必要がある。 

 

［［項項目目２２ののアアンンケケーートト結結果果］］  

 

図図６６  設設問問２２ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果 

約 73％の生徒が，「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。また，「そう思わない」「全くそう思わない」

は 6.7％であった。 

「覚えたことを使って練習することで，知識を定着

させることができたと思った」という生徒による記述

があったが，自分の理解に応じた難易度の問題に取り

組んだため，解答するときに覚えた知識を使うことが

できた様子が伺える。 

「いろいろな種類の問題を解くことで，使い方を分

かることができる」「理解があいまいなところもよくわ

かるようになった」という生徒の記述があったが，こ

れらの生徒は複数の難易度の問題に取り組み，新出文

法に関して基本的な点から理解を進めていったようで

ある。 

否定的な回答をした生徒は「タブレットで問題を解

くよりもノートに書いて解いた方が覚えられるから」

という意見や，学習自体を苦手としていることをうか

がわせることを書いていた。これらの回答は，難易度

別の問題に取り組むことが新出文法の理解につながる

かどうかという視点とは異なる内容であると思われる

が，多様な問題を用意し，それぞれの生徒が自分に合

った復習を行うことができるようにすることによって，

学習内容をより定着させやすくする工夫も必要である

と考える。 

 

［［研研究究仮仮説説ｲｲ))にに関関すするるままととめめ］］  

 生徒の理解度に応じて，復習問題を難易度別に提示

することが，新出文法の意味，形式，使用場面を理解

させることに対して，一定の成果があったと考えられ

る。また，難易度別に復習問題を示すことは，新出文

法を理解させるばかりではなく，どの学力の生徒に対

しても，学習に対する意欲を高めることがあらためて

明らかになったと考える。 

 一方で，問題を選択する際の指導が重要であること

が分かった。生徒の中には，自分の理解度よりも高い

難易度の問題を選択してしまう者もいた。こういった

生徒が，学力が足りないことに対して自信をなくして

しまわないように配慮しなければならないだろう。 

（３）研究目標 b)に関する考察 

実践後の記述式アンケートにおける生徒の記述か

ら，ICT活用の利点と課題を考察する。 

まず，ICT 活用の利点としては「復習に活用するこ

とができる」という点が挙げられる。項目３における

生徒の記述に，「問題を何回も解き直すことができる」

というものがあった。タブレットには，問題用紙が保

存されているため，何度もそれを読み込み，問題を解

き直すことができる。そうすることによって，より新

出文法の理解を深めていくことができるといった生徒

の考えを知ることができた。 

さらに，「授業外での学習に役立つ」ということが利

点として挙げられる。授業外での学習に関する考えを

尋ねた項目４，６，９では，授業の復習をする際に，

タブレットを使って授業で用いた教材を見直したり，

問題を解き直したりしたという生徒の記述が見られた。

また，授業を欠席した生徒が，授業内容を知るために

授業スライドを活用したという記述もあり，ICT を活

用することで生徒の学習を保障することができたので

はないかと考える。 

ICT 活用の課題としては，生徒の操作技術や学習方

法の多様性が挙げられる。項目５では，授業内におい

て生徒が復習問題に取り掛かるための準備に時間を要

したため，問題を解く時間が十分になかったという記

述があった。また，実践校ではタブレットの使用に時

間帯の制限が設けられており，全ての教材をタブレッ

トで配信すると，使用制限がされた時間帯では学習が

できないという事態が発生することもあった。また，

従来の学習方法である，プリントに書いて学習するこ

とを好む生徒も少なくない。教材の準備については，

ICT 活用とプリントの併用をしていくことが，生徒に

合った学習のために望ましいと考える。 

 

２２  単単元元末末ののパパフフォォーーママンンスス課課題題ににおおけけるる英英文文のの分分

析析  

Unit Activityにおける自己表現活動において，生

徒は今単元で学んだ have to や must を用いて習慣や

マナー，ルールについて表現した。生徒が書いた英文

の適切さや新出言語材料の使用回数を表２に示す。  

表表２２  パパフフォォーーママンンスス課課題題ににおおけけるる言言語語使使用用のの結結果果  

（（nn==3300））  

 

have toを用いた文は合計で 70文であった。また，

意味を正しく捉えて書かれた文では，全て have toが

文法的に正しく用いられていた。70文中３つの文章で

「～してはいけない」という意味で誤って have toを

意味 形式 使い分け 使用回数／人数 最大 最小
have to 95.7 95.7 68.6 2.33 9 0
must 100 95.0 25.0 0.67 2 0

don't have to 73.7 94.7 － 0.63 3 0
must not 98.1 83.3 － 1.83 4 0

適切さ（%）
新出言語材料

一人当たりの使用回数

また，「先生が書く時間がないのでスムーズに進む」

という生徒の記述があった。これは，板書をすること

で発生する説明の中断がなくなり，流れるように説明

が行われることを意味していると思われる。この点も，

生徒が新出文法が分かりやすくなったと捉えた原因の

一つであると考えられる。 

そして，板書に費やす時間が削減されるよって，新

出文法の理解を深めるための練習問題に，より多くの

時間取り組むができるようになった。この点も，生徒

の理解につながったのではないかと考える。 

さらに，「デジタルだと自分で授業と同じように復

習ができるので，学習に便利だと思う」という生徒の

記述があった。授業で使用したスライドは，タブレッ

トを通して生徒全員が使用できるようになっていた。

そのスライドを授業外での学習にも活用することで，

学習内容をより理解することにつながったのではない

かと考える。 

一方で，「スライドの切り替えが速い」「モニターが

反射して見づらい」という意見を書いた生徒もいた。

生徒の様子を見ながらスライドの見せ方を変えていく

等，授業の進行について考慮することがあることが分

かった。また，「板書のほうがノートに書くため，記憶

に残りやすい」と記述した生徒もいた。こういった生

徒は，これまでの授業経験の中で，文法規則を書いて

覚えることが習慣化されていると思われる。規則を，

練習問題を通して身に付けていくという学びになれて

いってもらいたいと考える。 

 

［［項項目目７７ののアアンンケケーートト結結果果］］  

図図４４  項項目目７７ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果  

約 73％の生徒が「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。また，「そう思わない」生徒が 6.7％であり，

「全くそう思わない」は０％であった。 

授業の中で，新出文法を用いた英文を完成させる練

習問題に取り組んだ際，生徒は問題数を重ねるごとに，

より早く解答することができるようになっていた。実

際に，生徒の記述式アンケートには，「問題を解きなが

らやるのがとてもいいと思った」「文法を繰り返し復習

してとても身についた」という意見が見られた。ここ

から，練習問題を，スライドを通して反復して行うこ

とで，生徒が新出文法を視覚的に記憶し，規則の理解

を深めていくことができたのではないかと考える。 

一方で，スライドで出題した練習問題は，基礎基本

を理解することができるようにするために簡単な問題

にすることを心掛けた。そのため，「同じような問題ば

かりだったので問題のバラエティーが欲しい」という

意見もあり，英語の学習が得意な生徒にとってはつま

らないと感じる活動になっていたようであった。主語

や時制による表現の変化についてもより多く取り入れ

る等，問題を工夫する必要があると思われる。  

  

［［研研究究仮仮説説ｱｱ))にに関関すするるままととめめ］］  

 新出文法が用いられる場面をイラストで示し，その

内容を英文で考えさせることは，新出文法の意味，形

式，使用場面を理解させることに対して，一定の成果

があったと考えられる。 

 一方で，スライドの内容や見せ方には課題があった

ように思われる。モニターを設置する場所はもちろん

のこと，生徒の実態に応じて，丁寧にゆっくり説明を

したり，様々な言語使用場面をイラストで用意したり

する等の工夫が必要であろう。 

 

【【研研究究仮仮説説ｲｲ))にに関関ししてて】】  

研究仮説ｲ)の検証については，アンケート項目１，

２，３における回答に注目をする。 

 

［［項項目目１１ののアアンンケケーートト結結果果］］  

 

図図５５  設設問問１１ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果 

約 73％の生徒が「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。また，「そう思わない」生徒が 3.3％であり，

「全くそう思わない」は０％であった。 

生徒からは，「分かる問題を解くとやる気が出るか

ら」「少しでも解ける問題が増えたから」「解けたとき

にうれしい」という意見がアンケートから得られた。

学習を苦手にしている生徒たちの記述にも，複数用意

された難易度別の問題から自由に選択して解答するこ

とは，生徒に「解ける」という喜びをもたらし，取り

組もうとする意欲を高めることにつながった様子が見

られた。 

また，「より高いレベルで自分の力になることがで

きたから」という意見もあった。英語の学習が得意な

生徒にとっては知識を活用する機会となり，新出文法

の理解を深めることができたようであった。 

一方で，高い難易度に挑戦した生徒からは，「時間内

に問題を解き終えることができない」という意見を得

ており，手立て２により無力感を感じさせてしまった

のではないかと思われた。難易度別に問題が用意され

ている意味をよりしっかりと生徒に理解させる必要も
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あるが，時間設定にゆとりをもたせたり，より易しい

問題を選択させたりすることによって，生徒が安心し

て問題に取り組むことができるようにする必要がある。 

 

［［項項目目２２ののアアンンケケーートト結結果果］］  

 

図図６６  設設問問２２ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果 

約 73％の生徒が，「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。また，「そう思わない」「全くそう思わない」

は 6.7％であった。 

「覚えたことを使って練習することで，知識を定着

させることができたと思った」という生徒による記述

があったが，自分の理解に応じた難易度の問題に取り

組んだため，解答するときに覚えた知識を使うことが

できた様子が伺える。 

「いろいろな種類の問題を解くことで，使い方を分

かることができる」「理解があいまいなところもよくわ

かるようになった」という生徒の記述があったが，こ

れらの生徒は複数の難易度の問題に取り組み，新出文

法に関して基本的な点から理解を進めていったようで

ある。 

否定的な回答をした生徒は「タブレットで問題を解

くよりもノートに書いて解いた方が覚えられるから」

という意見や，学習自体を苦手としていることをうか

がわせることを書いていた。これらの回答は，難易度

別の問題に取り組むことが新出文法の理解につながる

かどうかという視点とは異なる内容であると思われる

が，多様な問題を用意し，それぞれの生徒が自分に合

った復習を行うことができるようにすることによって，

学習内容をより定着させやすくする工夫も必要である

と考える。 

 

［［研研究究仮仮説説ｲｲ))にに関関すするるままととめめ］］  

 生徒の理解度に応じて，復習問題を難易度別に提示

することが，新出文法の意味，形式，使用場面を理解

させることに対して，一定の成果があったと考えられ

る。また，難易度別に復習問題を示すことは，新出文

法を理解させるばかりではなく，どの学力の生徒に対

しても，学習に対する意欲を高めることがあらためて

明らかになったと考える。 

 一方で，問題を選択する際の指導が重要であること

が分かった。生徒の中には，自分の理解度よりも高い

難易度の問題を選択してしまう者もいた。こういった

生徒が，学力が足りないことに対して自信をなくして

しまわないように配慮しなければならないだろう。 

（３）研究目標 b)に関する考察 

実践後の記述式アンケートにおける生徒の記述か

ら，ICT活用の利点と課題を考察する。 

まず，ICT 活用の利点としては「復習に活用するこ

とができる」という点が挙げられる。項目３における

生徒の記述に，「問題を何回も解き直すことができる」

というものがあった。タブレットには，問題用紙が保

存されているため，何度もそれを読み込み，問題を解

き直すことができる。そうすることによって，より新

出文法の理解を深めていくことができるといった生徒

の考えを知ることができた。 

さらに，「授業外での学習に役立つ」ということが利

点として挙げられる。授業外での学習に関する考えを

尋ねた項目４，６，９では，授業の復習をする際に，

タブレットを使って授業で用いた教材を見直したり，

問題を解き直したりしたという生徒の記述が見られた。

また，授業を欠席した生徒が，授業内容を知るために

授業スライドを活用したという記述もあり，ICT を活

用することで生徒の学習を保障することができたので

はないかと考える。 

ICT 活用の課題としては，生徒の操作技術や学習方

法の多様性が挙げられる。項目５では，授業内におい

て生徒が復習問題に取り掛かるための準備に時間を要

したため，問題を解く時間が十分になかったという記

述があった。また，実践校ではタブレットの使用に時

間帯の制限が設けられており，全ての教材をタブレッ

トで配信すると，使用制限がされた時間帯では学習が

できないという事態が発生することもあった。また，

従来の学習方法である，プリントに書いて学習するこ

とを好む生徒も少なくない。教材の準備については，

ICT 活用とプリントの併用をしていくことが，生徒に

合った学習のために望ましいと考える。 

 

２２  単単元元末末ののパパフフォォーーママンンスス課課題題ににおおけけるる英英文文のの分分

析析  

Unit Activityにおける自己表現活動において，生

徒は今単元で学んだ have to や must を用いて習慣や

マナー，ルールについて表現した。生徒が書いた英文

の適切さや新出言語材料の使用回数を表２に示す。  

表表２２  パパフフォォーーママンンスス課課題題ににおおけけるる言言語語使使用用のの結結果果  

（（nn==3300））  

 

have toを用いた文は合計で 70文であった。また，

意味を正しく捉えて書かれた文では，全て have toが

文法的に正しく用いられていた。70文中３つの文章で

「～してはいけない」という意味で誤って have toを

意味 形式 使い分け 使用回数／人数 最大 最小
have to 95.7 95.7 68.6 2.33 9 0
must 100 95.0 25.0 0.67 2 0

don't have to 73.7 94.7 － 0.63 3 0
must not 98.1 83.3 － 1.83 4 0

適切さ（%）
新出言語材料

一人当たりの使用回数

また，「先生が書く時間がないのでスムーズに進む」

という生徒の記述があった。これは，板書をすること

で発生する説明の中断がなくなり，流れるように説明

が行われることを意味していると思われる。この点も，

生徒が新出文法が分かりやすくなったと捉えた原因の

一つであると考えられる。 

そして，板書に費やす時間が削減されるよって，新

出文法の理解を深めるための練習問題に，より多くの

時間取り組むができるようになった。この点も，生徒

の理解につながったのではないかと考える。 

さらに，「デジタルだと自分で授業と同じように復

習ができるので，学習に便利だと思う」という生徒の

記述があった。授業で使用したスライドは，タブレッ

トを通して生徒全員が使用できるようになっていた。

そのスライドを授業外での学習にも活用することで，

学習内容をより理解することにつながったのではない

かと考える。 

一方で，「スライドの切り替えが速い」「モニターが

反射して見づらい」という意見を書いた生徒もいた。

生徒の様子を見ながらスライドの見せ方を変えていく

等，授業の進行について考慮することがあることが分

かった。また，「板書のほうがノートに書くため，記憶

に残りやすい」と記述した生徒もいた。こういった生

徒は，これまでの授業経験の中で，文法規則を書いて

覚えることが習慣化されていると思われる。規則を，

練習問題を通して身に付けていくという学びになれて

いってもらいたいと考える。 

 

［［項項目目７７ののアアンンケケーートト結結果果］］  

図図４４  項項目目７７ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果  

約 73％の生徒が「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。また，「そう思わない」生徒が 6.7％であり，

「全くそう思わない」は０％であった。 

授業の中で，新出文法を用いた英文を完成させる練

習問題に取り組んだ際，生徒は問題数を重ねるごとに，

より早く解答することができるようになっていた。実

際に，生徒の記述式アンケートには，「問題を解きなが

らやるのがとてもいいと思った」「文法を繰り返し復習

してとても身についた」という意見が見られた。ここ

から，練習問題を，スライドを通して反復して行うこ

とで，生徒が新出文法を視覚的に記憶し，規則の理解

を深めていくことができたのではないかと考える。 

一方で，スライドで出題した練習問題は，基礎基本

を理解することができるようにするために簡単な問題

にすることを心掛けた。そのため，「同じような問題ば

かりだったので問題のバラエティーが欲しい」という

意見もあり，英語の学習が得意な生徒にとってはつま

らないと感じる活動になっていたようであった。主語

や時制による表現の変化についてもより多く取り入れ

る等，問題を工夫する必要があると思われる。  

  

［［研研究究仮仮説説ｱｱ))にに関関すするるままととめめ］］  

 新出文法が用いられる場面をイラストで示し，その

内容を英文で考えさせることは，新出文法の意味，形

式，使用場面を理解させることに対して，一定の成果

があったと考えられる。 

 一方で，スライドの内容や見せ方には課題があった

ように思われる。モニターを設置する場所はもちろん

のこと，生徒の実態に応じて，丁寧にゆっくり説明を

したり，様々な言語使用場面をイラストで用意したり

する等の工夫が必要であろう。 

 

【【研研究究仮仮説説ｲｲ))にに関関ししてて】】  

研究仮説ｲ)の検証については，アンケート項目１，

２，３における回答に注目をする。 

 

［［項項目目１１ののアアンンケケーートト結結果果］］  

 

図図５５  設設問問１１ににおおけけるるアアンンケケーートトのの結結果果 

約 73％の生徒が「非常にそう思う」「そう思う」と

回答した。また，「そう思わない」生徒が 3.3％であり，

「全くそう思わない」は０％であった。 

生徒からは，「分かる問題を解くとやる気が出るか

ら」「少しでも解ける問題が増えたから」「解けたとき

にうれしい」という意見がアンケートから得られた。

学習を苦手にしている生徒たちの記述にも，複数用意

された難易度別の問題から自由に選択して解答するこ

とは，生徒に「解ける」という喜びをもたらし，取り

組もうとする意欲を高めることにつながった様子が見

られた。 

また，「より高いレベルで自分の力になることがで

きたから」という意見もあった。英語の学習が得意な

生徒にとっては知識を活用する機会となり，新出文法

の理解を深めることができたようであった。 

一方で，高い難易度に挑戦した生徒からは，「時間内

に問題を解き終えることができない」という意見を得

ており，手立て２により無力感を感じさせてしまった

のではないかと思われた。難易度別に問題が用意され

ている意味をよりしっかりと生徒に理解させる必要も
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自分自身への気付きへと高める生活科学習についての研究

― メタ認知を機能させた活動を通して －

教科指導重点コース 言語・社会科学系

２２１Ｓ０２２ 近藤 彩子

１ 主題設定の理由

（１）学習指導要領の改訂

今次改訂の学習指導要領を受けて、生活科の教科目

標に変化が見られた。平成元年から受け継がれてきた

「自立への基礎を養う」から「自立し生活を豊かにし

ていくための資質・能力を次のとおり育成することを

目指す」１）に改訂されたのである。「自立『への基礎』」

という言葉が変更されたのは今回の改訂が初めてであ

り、注目すべき変化だと捉えることができる。ここで

示された「自立し生活を豊かにする」とはどのような

ことを指すのであろうか。

生活科の教科目標のさらなる言及として、「自立し生

活を豊かにしていくことは，生活科における究極的な

児童の姿である」２）と示しており、次のように述べて

いる。

生活を豊かにしていくとは，生活科の学びを実

生活に生かし，よりよい生活を創造していくこと

である。それは，実生活において，まだできない

ことやしたことがないことに自ら取り組み，自分

でできることが増えたり活動の範囲が広がった

りして自分自身が成長することでもある。ここで

いう豊かとは，自分の成長とともに周囲との関わ

りやその多様性が増すことであり，一つ一つの関

わりが深まっていくことである。そして，自分自

身や身近な人々，社会及び自然が一層大切な存在

になって，日々の生活が楽しく充実したり，夢や

希望が膨らんだりすることである。

これらの文章から、自分自身が成長することが「自

立し生活を豊かにしていく」ことに大きくかかわって

いることが分かる。生活科の活動や体験を通して、「で

きなかったことができるようになってうれしい」「優し

くなれた自分って素敵だな」というような自分自身へ

の気付きを大切にすることは、自分自身の成長を自覚

することにつながるのではないだろうか。さらには、

自分自身の成長を自覚し「次は他のことにも挑戦した

い」「自分ならきっとできるはず」と夢や希望をもって

生活できることは、自立し生活を豊かにしていくこと

につながるはずである。そして、それらは生活科の究

極的な児童の姿の実現へとつながっていくものと考え

ることができる。

（２）自分自身への気付きまで高めるために

これまで「気付きの質の段階」について、様々な研

究が行われてきた。気付きをプロセスで捉えているも

のはよく見られるが、それを自分自身まで高めていく

ための具体的な手立てを示していくことが「気付きの

質」を高めるための研究としで重要だと考える。

菱田（ ）は資料１のように、活動や体験をもと

にし、対象への気付きが段階的に高まっていった後、

気付きが「対象への気付き」から「自分自身へ気付き」

へと変化することを整理した。３）

さらに菱田は、

我々は、「対象への気付きから自分自身への気

付きまで高めるためには、直接体験、すなわち『対

象に直接働きかける学習活動』だけでは難しい。

これまでの直接体験を振り返ったり、他者に認め

てもらえるような機会をつくったりする必要が

ある。これが、『表現する学習活動』となる。直接

体験から生まれた気付きをさらに自分自身への

気付きにするためには、『表現する活動』は不可欠

である」と考えている。４）

としている。資料１の対象への気付きと自分自身への

気付きは、円が分けて描かれているように、気付きの

資料１ 気付きの質の高まりの構造

用いて表現されていた。  

must を用いた文は合計で 20 文あり，全ての文章で

mustの意味を正しく捉えて表現されていた。形式の間

違いは mustの綴りの間違いであり，must + 動詞の原

形については適切に使用されていた。 

don’t have toを用いた文は合計で 19文であった。

19文中４文で「～してもよい」という意味による誤使

用であった。授業で英文“We don’t have to go to 

school on Sundays.”（「日曜日に学校へ行かなくても

よい」）を提示した際，「行かなくてもいいなら，行っ

てもいいんじゃない？」と言った生徒がいた。授業者

は注意したものの，このまま意味を捉えてしまったの

ではないかと推測する。 

must notを用いた文は合計で 54文であった。must 

notの短縮形である mustn’tを musn’tと書き誤って

いる文章が４文あった。これは，発音が/mʌ'snt/であ

るため，tが抜けてしまったのではないかと推測する。

授業実践中には，発音を繰り返し確認することはあっ

たが，綴りを取り上げて確認することはなかったため，

綴りを誤ってしまっていたのだと考える。 

使用される新出文法には偏りが見られた。最も多か

った表現は have to であり，must not がそれに続い

た。「必要性」「義務」「禁止」は，ルールとして表現し

やすいためであると思われる。不必要や義務の否定を

示す don’t have toは，生徒の生活の中では使用さ

れる機会が少ないのではないかと考えられる。 

これらの結果から，生徒は新出文法を用いて，自分

の考えを表現することができたのではないかと考える。

間違いを恐れずにという点については生徒の考えを見

取ることができなかったが，実際には意味や形式に間

違いが見られるものの，自分の考えを伝えようとする

姿を見ることができた。 

一方で，have toと mustの使い分けについては，授

業の中で詳しく指導することはなかった。そのため，

have toを用いた文のうち約 31.4％，mustを用いた文

のうち約 75％の文で誤った使い分けがされていた。ど

ちらを使用するか悩んだ生徒が have toを使用した様

子が，その使用回数に表れていると思われる。 

ⅥⅥ  本本実実践践研研究究ののままととめめ  

本実践研究では，中学校英語科において，自分の考

えを文法的な間違いを恐れずに表現することのできる

生徒の育成を目指し，ICT を活用した授業の中で，新

出文法に関する知識習得や継続的な練習問題への取り

組みによる実践を行った。 
本実践研究の成果と課題を以下に示す。 

【成果】 

・スライドを用いて，新出文法の学習や反復練習を行うこと

で，生徒は新出文法の意味，形式を理解することができた。 

・タブレットを活用して，自分の理解度に応じて新出文法の

復習をすることで，生徒は新出文法の理解を深めたり，学

習に対する意欲を高めたりすることができた。 

・新出文法に関する練習問題を何度も行った後に自己表現を

することで，多くの生徒が新出文法を用いて，自分の考え

を伝えようとしていた。 

【課題】 

・スライドを用いて，新出文法の学習や反復練習をする際に

は，多種多様な問題を用意することによって，生徒の関心

を高める必要がある。 

・タブレットを用いた復習問題については，タブレットの操

作によって学習が妨げられないようにするために，問題の

提示や取り組み方に工夫が必要である。 

・意味の似通った表現の使い分けについても指導することに

よって，生徒が自己表現をする際に，細かな意味の違いを

意識しながらより適切な表現をすることができるように

する必要がある。 

また，本授業実践では，自己表現の際に単文を用い

させることが多かったが，文と文のつながりを意識さ

せながら物事を詳しく述べることができるように，接

続詞などを含めたまとまりのある文章による自己表現

をさせる必要があると考える。 

今後は，ICT を活用し，語彙知識を身に付けさせる

教材も工夫していきたい。そして，学んだ語彙や文法

を使って，自分の考えをまとまりのある文章で表現さ

せる活動を取り入れていくことによって，現代の社会

で求められている，英語によるコミュニケーション能

力を身に付けさせるような授業開発・実践を目指して

いきたい。 
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